
令和 5年 4月より始まります

帯状疱疹の予防接種費用の一部を助成します!

【助成対象者】下記の①～③全てに該当する方
① せたな町民で接種当日 65歳以上の方

② 帯状疱疹予防として水痘ワクチン（全 1回）または帯状疱疹ワクチン（全 2回）

の接種を受けていない方

③ 町内医療機関で接種をする方

【助成額】 1回の接種につき 上限 6,000 円
（水痘ワクチン 1回分：6,000 円・帯状疱疹ワクチン 2回分：12,000 円）

【医療機関】 せたな町立国保病院・道南ロイヤル病院・瀬棚診療所・大成診療所

【お申し込み先】

事前申請が必要です。裏面の帯状疱疹予防接種の流れをご覧ください。

せたな町健康センター保健師 ０１３７－８４－５９８４

瀬棚支所 保健師 ０１３７－８７－３３１１

大成支所 保健師 ０１３９８－４－５５１１

接種から5年間の発症予防効果の持続
が確認されている報告がある

（紅斑・かゆみ・熱感・痛み・硬結・発疹
・発疹 など）
・免疫不全者（詳しくは裏面参照）
・妊婦
・製剤へのアレルギー など

注射部位の副反応 80.8％
（痛み・発赤・腫れ など）
全身性の副反応 64.8％

（筋肉痛・疲労感・頭痛 など）

ワクチンの種類 水痘ワクチン（生ワクチン） 帯状疱疹ワクチン（不活化ワクチン）

接種回数・接種方法 1回・皮下注射 2回（2か月間隔）・筋肉内注射

接種費用
自己負担額　1,000円～1,150円程度 自己負担額　2回で32,000円～34,000円

接種費用はせたな町立国保病院（診療所含）と道南ロイヤル病院では接種費用が異なり
ますので、詳しくは各区保健師へお問い合わせください

予防効果
50歳～69歳で69.8％

50歳以上で97.2％
70歳以上で89.8％

８年後で84％の有効率

副反応
1回接種の副反応 50.6％

禁忌
（接種できない方）

製剤へのアレルギー　など

内服されている方は接種が可能かを主治医等に必ずご確認願います



【帯状疱疹予防接種までの流れ】
1. 接種を希望される方は各区保健師へ【帯状疱疹任意予防接種費用助成金申請

書】を提出してください（町ホームページ及び各窓口に申請書類あります）

接種を受けられない方がいますので、事前に主治医等にご確認願います。

［水痘ワクチンを接種することができない免疫不全者］
・先天性及び後天性免疫不全状態の方：急性及び慢性白血病、リンパ腫、骨髄やリンパ

系の疾患、HIV 感染や AIDS による免疫不全状態、細胞性免疫不全 など

・薬剤等における治療を受けており、明らかに免疫抑制状態の方

→副腎皮質ステロイド剤（注射剤・経口剤）：プレドニゾロンなど

→免疫抑制剤、抗悪性腫瘍剤・抗リウマチ剤 など

2. お申込み後に選択されたワクチンの予診票・注意事項等のリーフレット・【帯

状疱疹任意予防接種費用助成券】を送付しますので、必ずご確認ください。

3. 後日、接種希望の医療機関より電話連絡がありますので、接種日程の調整等

をしてください。

4. 接種当日は、予診票を記入し、【帯状疱疹任意予防接種費用助成券】・接種費

用・身分証明書（健康保険証など）・内服されている方はお薬手帳等を持参し

てください。

5. 接種終了後に接種にかかる費用から助成額を差し引いた額（自己負担額）を

支払います。接種費用は医療機関によって異なります。

6. 接種後に医療機関より接種済証を受け取り、大切に保管願います。

（2回目接種のある方は、医療機関と日程調整をお願いいたします）

Ｑ：帯状疱疹とは？
Ａ：体の片側に紅斑性の水疱が広がり、多くが痛みを伴う病気で高齢になるほど発症率が高く

なります。症状が落ち着いても、帯状疱疹後神経痛と呼ばれる長期間にわたる痛みの持続

や場所によっては角膜炎等による視力低下や失明、ラムゼイ-ハント症候群（顔面神経麻

痺・難聴・めまい等）等の合併症が起こる場合があり、日常生活に大きな支障をもたらし

ます。

Ｑ：以前、帯状疱疹になったことがあるが、ワクチン接種はできるの？
Ａ：接種可能です。

Ｑ：帯状疱疹は人にうつるの？
Ａ：他の人から帯状疱疹としてうつることはありませんが、水ぼうそうになったことのない人

はウイルスの感染で水ぼうそうを発症する場合があります。

Ｑ：帯状疱疹になったらどんな治療を受けるの？
Ａ：抗ウイルス薬などによる治療を行います。発症早期に治療を開始するほど効果が期待で

きますので、症状があれば、速やかに受診しましょう。


